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Ⅰ　はじめに












　平成 23 年 8 月 31 日～ 9月 6日までの 1週間、大学サ
ークルであるＡ大学災害救援ボランティアサークルに所



















































































































































































































































































































　平成 23 年 3 月 11 日の東日本大震災発生後、何か自分











名に半構成面接を行った。面接は 15 分～ 20 分であり、
面接内容は、対象者の許可を得て録音し、逐語録を作成
し、学生ボランティアの葛藤や困難感に着目し、面接内
容より子どもと関わりについて学生が語った内容の類似
したものをまとめた。被災者を支援したいとボランティ
ア活動に参加したが、実際に被災児と接すると、コミュ
ニケーションや支援の方法で悩むことが多々あり、ボラ
ンティアを支援する人物や環境の存在も必要であると考
えた。
　ボランティアとは、自分にどんなことができるのか、
何をしたいのかを明確にし、主体性を持って行う活動で
あると思う。完璧主義である必要はなく、時には周囲に
アドバイスをもらいながら自分なりに支援を続けていく
ことが重要であると考える。
　本研究は、日本赤十字豊田看護大学平成 23 年度卒業
論文、日本災害看護学会第 14 回年次大会（名古屋）に
て発表したものに加筆修正したものである。
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